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(意訳)節 ‐操が固く厳しい人は、1穏やかに打ち警り摯調する心を付うことができ場駆ヽそうするとは,ゅ
`無
用な争いをレなぃです

uLぞ炉方象募薫暴″ご重合暑l、念‐撃fIり
遜

る 謙遜の徳を身にうけると、そ うするとは 1

(余説) 無用の争ぃや妬みは、すべてつまずきの元になります。自分を直視して欠けて
るものを認識し、それをぃかにして補い調和を保つかは、人生の大切な心がけです。こ

では|、 協調して和す.るィいと、謙遜の年がそれだと教えています。

よく「謙譲の美徳lと いいますが、現実にはとても難しいものだと思います。表面で

等業Fう譲ら|そ t、乞よぅに見えそも:その彙たIま己の猿社を誇る心■虚来,売名などが潜
でいる場合が多々あります。どうすればそうならないですむのかですが、ひとつには

分本位の心・利己心をきること1だと言われますが、いかがでしょうか。

(参考) 聖徳木子・十七条憲法「
や
郡
ず
を以て貴しと為し、性■ること無きを宗とせよ」

プラトン「人間は、謙1遜
―をされて傲慢になつて、1堕落する」

カニライル「利己心は、全ての過失と不幸の源泉となる」
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子 不禁lξ本蕉賢lll下 ネヽ理本奄ρ愚を誨えんとす:市るに世は反りで長ずる

1酢‐警‐|なし,tii::「部η碁輝富I季71:干嬌魃賽
ぅ。

(意訳) 天は、多くの中から=人を選んで才能を授けて、多くの人びとを教育する義務を
負わせてぃる。だが末のその意図と|は反対11ヽ その才能を鼻にかけて他人の短所をあげう

らって―いる。また、天は■.本―を選々で富者にして、彼に多くの貧者を救済させようとして

いるしだがそ―の意図とは反対に、世の中の富者は自分の財率を鼻にかけて他の人の貧困を

作つている。このような人たちは、天の罰を受けるべき大罪人である。

(余謀) 富者||は富者t干 ソ・ 卜には千リァトとしての天が定めた責務があるとの認識で
すo選 |ずれし者の章務をフランス議で いめlesso Obngeノ

ニブレス,オブリージ■」を言い

ます:ま た、企業0在会的責任し。rpOrate:。こia resp。 ,sibility(CSR)に ついても同様です。先
日、県と市に20億円の寄付を申し出た稲盛和夫氏を思い出します。
貧しい者が富める者から施しを受けた場合、感謝すべきなのは、功徳を積ませてもらっ

たれした仰だとするのが■会通念となうている民族もあるようですが、私たち日本人には

なかなか分かりづらいところです。

でつ緊鵡夢智:J=桑l   lli暑撃讐為チなきなり」ふ≡天ふ
孟子・万章上「長を 挟 まず。貴を挟まず。兄弟を挟まずして友たり]

(年齢の長幼・身分の高下・兄弟の状況などに拘らないのが真の友だ)
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む か   ゆうか      たず        すなわ  しよう  たい      |
3 人を責むるにはt無過を有過の中に原ぬれば、 則 ち情 は平 らかな り。己を
責むるには、有過を無過の内に求むれば、則ち徳は進む。 前集 219

(意訳) 人の過失を責める.際にはt過失を指摘 しながら、同時に、過失のなかつた部分を
探し出して、温かい日で見てやると、相手の心に不満が生じずに聞いてくれる。

自分を反省するときには、過失はないと思いこんでいる中から、あえて過失を探 し出す

ようにすると、人間的にも一段と成長するであろう。         |

(余説) 人を戒め諭すことは、時を見ることが大切です。他者には厳しく|て も、ともすれ
ば自分には甘くなりがちなのが人の常であり、自己を反省する際にはこれくらいめ厳正な

心がけをもつてすれば、ちょうど釣 り合いが取れるものかもしれません。1新約聖書マタイ

伝には「汝ら人を裁くなかれ。そは汝らが裁かれざらんためなり」とあるそ うです。

今年のNHK大 河 ドラマ「花燃ゆ」で安政の大獄で処刑された吉田寅二郎 (松陰)の話録
にも「自分の価値観で人を責めない。一つの失敗で全て否定しない。長所を見て短所を見

ない。心を見て結果を見ない。そうすれば人は必ず集まつてくる」があり|ま す。

他人の心や行為を責‐める前に、自分の心や行為を自分自身で厳密に振 り1返 り反省するこ

とができるように心がけたいものです。

(参考)菜根諄前集122「人の短所は、 曲 に弥縫を為すを要す。如し暴きて芝を揚ぐるは、
是れ短を以て短を攻むるなり」 (弥縫 :細かに心を配つて1取 り繕 うこと)

六然訓句 「超然任天・悠然楽道・毅然持常・調然接人・厳然自粛・暴然処難」

4高が1奎勢雙た′領絶 も
を1現象 :1凡善冤

菫貰なるに女iがん。梨杏は甘しと雖も、|

なるもヽな、標美は被
き
災なる!1及ばず、 |

軍
し
雰ャま晩晟すなた去口ふざる■。                 1前集222 1
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(意訳) 桃や 李 はあでやかな花をつけるが、松やコノテガシフが四季を通じて常に青々
と壁く操 を守つているあには及ばない。また、梨や 杏 がいくら■くそ美味しいといって

も、F薔
レ

'ゃ蜜柑が放つ香気の澄みきつた芳しさには及ばない。     |
実際、濃艶で短命なものは、地味で長持ちするものには及ばず、早く成長するものは、

遅くじっくり成就するものには及ばないというのは、まことに真実ではないか。

℃裔鶴が電亀ξ巫 鼈ぽ鍵桑よ
についてがが‐■t嚢貯篭蜂黙画放映黒
文庫)は、黒田官兵衛 (孝高・如水)の嫡男長政

が藩祖とする筑前黒田藩の三・四代藩主に関わる騒動を描いた小説ですが、己の信ずる道

をどこまでも貫く男や、一途に誠実に生きる女たちの姿がf石妾福:隷め如く清新清列に

描らヽれ、「
ひ
鵡
し
ノ記」尚様、読後にな自らもそのような澄みきつた香気に浸つた感 じが

残 りました。葉室麟作品の真書憤そす。また、「軍
し
界は撓成するに如かざるや」とは

言え、孔子は「四十歳、二十歳になつても芽のふかぬ者に、期待するのはもう無理だ

ろう」と言い遺していますので、そこには限界がありそうです。
みどり

禅語「松樹千年の翠」は、松に尊い仏の姿を想い、長寿と節操のシンボルとします。

(参考)論語子竿227「四十五十にして聞こゆるなきは、斯れ亦た畏るに足らざるなり」
昭和天皇「降り積もる み雪に耐へて 色変えぬ 松ぞ雄々しき 人もかくあれ」敗戦直後
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